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仙 台 市 国 見 2 丁 月 3 の 1
東 京 生 ま れ 仙 台 で 育 つ 。 立 町 小 学 校 , 仙 台 二 門 ・ , , 二 商 を 経 て ,
束 北 帝 国 大 学 医 学 部 昭 和 2 0 年 卒 業 。
大 学 院 前 期 ( 2 年 ) 及 び 後 期 ( 3 年 ) を 医 学 部 病 理 学 教 室 に 於
て 吉 円 富 三 教 授 指 導 下 に 終 了 。
昭 和 2 5 年 東 北 大 学 助 教 授 ( 病 理 学 ) 。
昭 和 3 0 年 福 島 県 立 医 科 大 学 教 授  q 丙 理 学 ) 。
昭 和 3 5 年 東 北 大 学 教 授 抗 酸 菌 病 研 究 所 第 九 ( 肺 癌 充 育 木 態 ) 仙
究 部 門 担 当 。
昭 和 5 3 年 同 研 究 所 々 長 併 任 。
昭 和 5 9 年 定 年 退 官 。
主 と し て 癌 の 兆 生 , 増 殖 , 転 移 , 化 学 療 法 の 実 験 病 理 学 的 研 究
並 び に 移 柚 癌 及 び 培 詫 細 胞 の 維 持 , 保 存 に 努 め , そ の 低 t 品 生 物
学 的 研 究 を 行 っ た 。
ゞ 、 气 々
佐 藤 春 郎 教 授 略 歴
文A.手口
佐藤春郎:吉田肉1軌こ対するコルヒチソの作用,1nfluence of colchicine uponthe
A.cites-S故ooma of R址(Yoshido S雛Como),癌,39,112-H7,(withEng.
abstr,昭23)
佐藤春郎:腰膜腔液穿剌法の一者案,病室と研究室,5,138-139,(昭23)
佐藤春郎:ネ計刻生りソパ膿腫張による気管狭増,病室と研究室,5,165-166 (昭23)
吉田富三,佐藤春則女約30年の%圏邑をとった装甲心Ⅷ畿,治療,30,"8-4詑,(昭23)
仏り藤春郎,長沢文龍:吉田肉腫腰水浦液による移植試験, T鳳貼PlantationexpeH-
ments with filtrales of Yoshida sarcon〕a,癌,40,134-136,(昭24)
佐藤春郎,佐藤愽しストレプトマイシソを使用せる結核性脳膜炎剖検の経験,
Autopsied cases of tuba'Culous menlngitis treated with streptomycln,
日病理会誌,38 (地方会号),134-137,(昭24)
村井秀夫,佐藤春郎:妊娠中禪症患者の肝被膜下出血死剖検例, An 釦topsy 0鴫e
Of subcapsular haemorrhage of the ]iver during pregnancy,日1丙理会誌,
38 (地方会号),152-154,(昭24)
佐藤春郎,熱海明,細川国次則R ストレプトマイシソを使用せる結核性脳膜炎の
音勺検の糸丕験(1), Experience of autopsied case of tuberculous meningitis
treated with streptomycin (11),Π病理会誌,39 (総会号),278-279,(1旧25)
佐藤春郎:吉田肉唖の染色体について(単一剤明包移●鄭こよる観察), onthech如一
transplanted with a single ceⅡ,1M,42,mosomes of Yoshida s rcoma
227-230,(昭26)
佐鰹春郎,ヰ・.村久也:コルヒチソ作用のネ膨抱学的知見補遺(吉田肉肺細胞の位相差
顕微鏡による生態観察), cyt0108ica] supplement to "colchicine一丘ect"
(phase-microscopic observations on living Yoshida sarcoma ce11S),日病理1
会誌,40 (総会号),208-209,(昭26)
佐藤春郎:酷酸ゲンチアナビオレット法による腫癌細胞の染色について, st毎n徐g
Of tumor ce11S by acetogentianaviolet-solution,日病理会誌,40 (総会号),
139-140,(昭26)
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吉 田 富 三 , 佐 藤 春 郎 , 有 路 智 彦 . 腹 水 1 打 ・ 癌 の 実 験 的 生 成 ,  E x p e n m e n t 址  P 北 d u c " o n
O f  t h e  a s c i t e s  l 〕 e p a t o m a , 癌 , 4 3 , 1 2 8 - ' 1 3 0 , ( Π 召 2 7 )
石 館 守 三 , 桜 井 欽 夫 , 吉 田 富 三 , 佐 藤 春 郎 , 小 林 好 吉 : 吉 田 肉 腫 に よ る 化 学 療 法 の
実 験 的 研 究 ( 1 1 ) ,  N i t r o g e n  m u s t a t d  系  N - o x i d e  の 抑 制 効 果 ,  E x p e r i n 鴫 n t a l
S t u d i e s  o n  c h e m o t h e r a p y  o f  m a l i g n a n t  g r o w t h  e m p l o y i n g  Y o s h i d a  s a r c o m a
a n i m a l s  ( Ⅲ ) ,  T h e  e H e c t  o f  N → X i d e  d e r i v a t i v e s  o f  n i t r o g e n  m u s t a l ' d s ,
癌 , 4 3 , 1 7 1 - 1 7 4 , ( 昭 2 力
佐 藤 春 郎 , 中 村 久 也 : 副 腎 舶 質 脛 癌 の  2 剖 検 例 ,  T w o  o u t o p ゞ i e d  0 舗 郎  o f t u m o r s
a r i s i n g  i n  t h e  a d r e n a l  m e d U Ⅱ a  ( G a n g H o n e u r o b l n s t o m a ) , 日 病 理 会 篝 ' , 4 1 ( 糸 を 、
会 号 ) , 1 3 8 】 1 3 9 ,  a 墹 2 7 )
1 3 .
1 4 、
1 5 .
佐 藤 春 郎 , 中 村 久 也 , 菅 野 木 男 , 石 川 澄 男 : 腫 癌 性 腹 水 を 伴 っ た 細 網 肉 腫 の 剖 検 g 1 1 ,
A n  a u t o p s y  c a s e  o f  r e t i c u l o s a r c o m a  a c c o n 〕 p a n i e d  W 辻 h  t u m o r  a s c i t e s , 痔 { ,
開 , 3 8 5 - 3 8 6 , ( 田 松 7 )
吉 田 富 三 , 佐 藤 春 郎 : 臨 床 と 音 畊 灸 を 比 べ て ー ノ イ ロ ブ ラ ス ト ー マ の 剖 検 例 二 例 , 総
介 臨 1 休 , 1 , 4 2 6 - 4 3 1 , ( 昭 2 力
1 6 .
1 7 .
佐 藤 春 郎 , 有 路 智 彦 , 皆 瀬 明 , 中 村 久 也 , 小 田 島 成 和
に お け る 生 態 観 察 ,  o b s e r v a u o n s  o n  h u m a n  c a n c e r
t o n e a l c a v i t y  o f  r a t s , 癌 , 4 4 , 1 8 0 - ] 8 1 , ( 昭 2 8 )
1 8 .
石 館 守 三 , 桜 井 欽 夫 , 吉 田 富 三 , 佐 藤 春 郎 , 佐 藤 博 , 松 井 英 一 , 今 村 博 : 吉 醐
肉 腫 を 用 い た 悪 性 腫 癌 の 化 学 療 法 に 関 す る 実 験 的 研 究 a v ) ,  E X P 紅 i n w n ね 1
S t u d i e s  o n  c h e m o t h e r a p y  o f  m a l i 牙 n a n t  g r o w t h  e m p l o y i n g  Y o s h i d a  s a r c o m a
a n i m 3 1 S  ( 1 V ) , 癌 , 4 4 , 3 4 2 - 3 4 6 , ( 1 昭 2 8 )
1 9 .
皆 瀬 明 , 佐 藤 春 郎 : ナ イ ト 戸 ミ ソ 投 与 後 の 吉 田 肉 腫 § 剛 泡 分 裂 数 の 変 動 ,
i n  t h e  n u m b e r  o t  m i t o s i s  o f  Y o s h i d a  s a r c o m a  c e 1 1 S  f 0 Ⅱ O w i n g
t r e a t m e n t , 癌 , 4 4 , 3 9 3 - 3 9 4 , ( 昭 2 8 )
2 0 .
川 島 芳 子 , 菅 野 孝 一 , 佐 藤 春 郎 : 1 匝 癌 転 移 の 研 究 ( 1 ) ,
け る 転 移 の 形 成 , 癌 ( 付 録 ) , 4 9 , 2 0 8 - 2 0 9 , ( 昭 3 3 )
2 1 .
人 癌 細 胞 の ラ ッ ト 腹 腔 内
C e 1 1 S  1 1 V l n g  i n  t h e  p e r i -
宗 像 秀 夫 , 川 島 芳 子 , 菅 野 孝 一 ー , 佐 藤 春 郎
癌 の 休 内 撒 布 の 機 序 , 癌 ( 付 録 ) , 四 ,
腫 傷 転 移 の 研 究 ( 1 ) ,
2 0 9 - 2 1 0 , ( 昭 3 3 )
マ ウ ス 腹 水 肝 癌 動 物 に お
C h a n g e s
N i t r o m i n
マ ウ ス 腰 水 肝
22.宗像秀夫,川島芳子,菅野孝一,佐藤春郎:腫癌転移の研究(m),溶血法(ス 1、
レプトライシソーS使用)による血液内の少数腫癌都1胞の検出,日本病理会誌,
48,11郭一H56,(昭34)
川島芳子:}匝牙帥云移の研究(V), C.Hマウス腰水肝癌の手術後の脛癌再発並びに
転移形成について,福島医誌,10,433-4妬,(昭35)
川島芳子■重塲転移の研究(Ⅵ),手術後の再発並びに転移に対するNitrogen M嶋一
ねNIN-0瓢de (ナイトロミン)の抑制効果について,福島医誌,10,447-454,
(昭35)
W野孝一:1廼揚転移の研究(Ⅶ),りソパ行性転移の成立に関する実験,福島医誌,
10,473-488,(昭35)
佐際春NI:生体と癌,科学,30,196-199,(1唱35)
佐憾春郎,宗像秀夫:血小の癌'脚抱,癌の1嬬床,6,3-12,(昭35)
佐藤春則上 1磁際癌学会議に癌刈策を垪K,日本医出新報,1912,23-25,(H召35)
佐藤春郎,菅野孝一,川島ラ1子:りソパ行性転移の成立に関する実験的研究,癌の
臨床,6,449-451,(1唱35)
宗像秀夫:唖揚転移の研究(X),ラット艘水肝癌細胞の血行性撒布について,福
島医誌,11,1263-1276,(昭36)
宗像秀夫:}唾癌転移の研究(M),マウス腹水1仟癌(MH 134)細胞の血行性撒卵
について,福島医誌, TI,127フ-1280,(昭36)
宗像秀夫:腫捗夕伝移の研究(刈),血中掘瓢地の転辯に以}す、る実験,福島医誌, TI,
1281-1286,(昭36)
佐藤春郎:癌研究とマウスの吟味一腫揚の転移の閼題を中心として,訊木懐,床,19,
139-N4,(1唱36)
佐藤春郎:癌転移と少数細胞,癌の1塩床,フ,629f32,(昭36)
仏1艇春郎.癌転移,医学のあゆみ,38,513-517,4昭3田
佐藤春郎:流血小の癌細胞一吉則肉唖の体外培養による基礎的研究,文部省佃究報
告集録,癌,151-153,(昭36)
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佐 藤 春 郎 : 癌 転 移 の 実 験 的 研 究 , 医 学 の あ ゆ み , 3 6 , 4 7 4 - 4 7 6 , ( 1 ] 召 3 6 )
野 内 文 雄 . 唖 傷 細 胞 の グ リ 壮 ー ゲ ソ (  D , 吉 田 肉 腫 に よ る 実 験 的 研 究 , 福 島 医 誌 ,
1 1 , 6 2 1 - 6 4 1 , σ ] 1 1 3 6 )
ト 及 び マ ウ ス 腹 水 肝 癌 に よ る 実 験
野 内 文 雄 : 腫 揚 細 胞 の グ リ コ ー ゲ ソ ( 1 ) ,
フ ツ
的 研 究 , 福 島 医 謎 . , 1 1 , 6 4 3 - 6 6 0 , ( 昭 3 6 )
佐 膝 春 郎 , 橋 本 邦 久 , 高 橋 俊 蛾 : 癌 転 移 の 病 理 ,  U 本 畍 , 床 , 2 0 , 2 0 4 4 - 2 0 5 1 , ( 川 イ 3 7 )
佐 藤 春 郎 : 逝 襄 隹 癌 絲 W 引 こ つ い て , 臨 床 外 科 , 1 7 ,  H 0 5 一 Ⅱ 0 8 , ( 昭 3 7 )
佐 調 汁 専 , 佐 藤 春 郎 . ド ソ リ ュ ウ ラ ッ テ に 移 柚 し た 吉 田 佼 川 重 の 増 殖 阻 止 , 癌 の 際 床 ,
8 , 6 2 1 - 6 2 7 , ( 昭 3 力
赤 崎 兼 義 , 篠 井 金 吾 , 影 山 圭 三 , 北 村 旦 , 佐 藤 春 郎 , 井 出 源 四 鄭 , ト 部 美 代 志
1 肺 の い わ ゆ る 早 ・ 期 癌 の 病 理 学 的 検 討 , 胸 部 疾 患 、 , 6 , 3 2 8 - 3 4 1 , ( 昭 3 7 )
佐 藤 春 郎 : 癌 細 胞 の 血 行 性 撒 布 と そ の 培 童 E 一 吉 田 肉 唖 を 用 い た 基 礎 的 研 究 , 抗 研 誌
( 熊 谷 岱 蔵 先 生 追 悼 号 ) , 1 6 , 4 4 - 4 6 , ( 昭 3 7 )
斎 藤 武 郎 . C 。 H  マ ウ ス 乳 癌 の 腹 水 型 転 換 ー マ ウ ス 腹 水 乎 げ 畜 F M 3 A  の 樹 立 , 福 島 医
1 2 , 3 3 5 - 3 5 2 , 印 召 3 7 )誌 ,
佐 藤 春 郎 : 癌 細 胞 の 血 行 内 循 環 と 転 移 形 成 に 関 す る 2 , 3 の 問 題 , 最 新 医 学 , 1 8 ,
1 4 8 6 - 1 4 8 8 , ( 昭 3 8 )
若 狭 一 夫 司 市 癌 ' 患 老 の 血 中 癌 削 瑚 包 に 関 す る 研 究 , 抗 W 藷 志 , 1 6 , 3 7 フ - 3 9 2 , ( 昭 3 幻
佐 藤 春 郎 : 転 移 の 問 題 と 腹 水 1 重 錫 , 長 崎 医 誌 , 3 8 , 4 6 0 - 4 6 9 , ( 昭 3 8 )
佐 藤 春 郎 , 高 橋 俊 雄 : 1 削 匝 揚 の 実 験 的 形 成 一 移 柏 細 胞 と 猪 主 の 吟 味 一 , 日 } 恂 疾 患 会
誌 , 1 , 2 1 - 2 5 , ( 昭 3 8 )
佐 藤 春 郎 , 佐 藤 博 , 藤 井 敬 二 ■ 重 傷 増 殖 と 宿 主 の 抵 抗 件 , 日 網 会 詠 , 3 , 3 5 - 4 2 ,
( Π 邵 8 )
佐 藤 正 弘 , 藤 原 愛 子 , 黒 木 登 志 夫 , 奥 山 信 一 , 高 橋 邦 女 : 免 疫 原 に 付 加 さ れ た B C
G が 免 疫 の 血 清 腫 癌 細 胞 溶 何 鮪 三 お よ び 輝 膓 移 稙 性 に 及 ぼ す 影 紳 に つ い て , 抗 研
誌 , 1 6 , 3 5 8 - 3 6 1 , ( 昭 3 8 )
黒 木 登 志 夫 : 吉 田 肉 腫 少 数 細 胞 の 培 養 , 第 1 6 回 日 本 医 学 会 総 会 学 術 講 演 集 , 一 日 本
医 学 の 1 9 6 3 年 版 一 , 1 1 , 1 7 6 一 玲 4 , 印 召 3 8 )
3 8 .
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53.佐藤春郎:転移とは何か,医学のあゆみ,48,43卜434, U1召39)
藤井敬二:腫揚増殖の研究,Ⅸ.異極移殖をうけたドソリュウラットの吉田肉腫移
打mこ対する抵抗性獲得,抗研誌,17,155-171,(昭4の
林紀予子:血行性転移の成立機序に関する実験的研究一特に少数細胞の静脈内繰返
し移柚成菰一,抗研誌,17,128-154,(昭4の
佐藤博,佐喋春郎,藤井敬二,成沢富雄,後藤正義,宮副死典,料絲己予子: MH
134少数細胞移植とC.Hマウスの獲得、性抵抗,癌の免疫病理,1,75-80,(昭4の
品橋俊雄,1県木登志夫,成沢富雄,佐藤春郎:腫癌ネ脚抱の経気道性移舶による肺腫
揚の実験的形成,抗研誌,17,408-423,(昭40)
佐藤春郎:癌とその側件的荒異,最新医学,20,971,(昭4の
黒木登志夫,後藤正義,佐藤春郎:腰水肝癌の組繊培養,特に長棚継代培養した腫
揚細胞について,最新医学,20,1014-1017,(昭4の
佐膝春郎,黒木登志夫,修井敬二,鈴木磨浪",成沢富雄,局橋俊雛,林紀予子:内
交配により20代を経過した乳癌好発の C3H マウスの 1系統, C3H/He Nsa に
ついて,実験動物,14,121-127,(U召4の
1県木登志夫,後膝正義,佐藤春郎:長期間継代培擾された吉田肉肺の悪性度につい
て,医学のあゆみ,55,799-806,(昭4の
黒木登志夫,藤井敬二,波辺紀予子,成沢富雄,佐藤春郎,佐藤愽:移植性の定
最的分析,医学のあゆみ,56,33-36,(昭41)
際井敬二,佐藤春郎. M鉛tomy.における胃腺癌の発生,医学のあゆみ,56,485-
486,(昭4D
鈴木磨郎,佐藤春郎:血行性転移の初期増殖剖邸立,医学のあゆみ,56,227-230,
(昭4D
佐藤春郎.癌の浸潤ど低移の機構,診療,19,927-932,(昭4D
藤井敬二,鈴木磨郎,黒川雄二,佐藤春郎:マストミイスにおける腫癌発生, 1
腺En重癌について,抗研誌,18,404-414,(昭4D
黒川雄二,鈴木磨郎,藤井敬二,佐藤春郎:マストミイスにおける腫揚発生,1.
胸腺肺揚について,抗研誌,18,415-424,(昭4D
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藤 井 敬 二 , 高 橋 俊 雄 , 佐 藤 博 , 佐 藤 春 郎 : 腫 癌 増 殖 の 研 究 ,  X 、 腰 水 型 肺 揚 に お
け る 増 殖 率 の 算 定 , 抗 W 伶 志 , 1 8 , 4 2 5 - 4 3 0 , ( 昭 4 D
成 沢 富 雄 : マ ウ ス 腹 水 肝 癌  M H  1 3 4  の 移 植 遺 伝 学 研 究 , 抗 研 誌 , 1 8 , 1 4 1 - 1 4 6 ,
( 昭 4 1 )
成 沢 富 雄 : d d  マ ウ ス の 毛 色 因 子 に つ い て , 抗 研 誌 , 1 8 , 1 4 7 - 1 4 9 , ( 昭 4 D
黒 木 登 志 夫 , 佐 藤 春 郎 ● 異 種 移 植 の 研 究  1 . 吉 田 肉 腫 細 胞 の ハ ノ 、 ス タ ー  d w e k
P o u c h  内 移 植 , 抗 W 藷 志 , 相 , 3 7 3 - 3 8 8 , ( 昭 4 D
黒 木 登 志 夫 , 佐 藤 春 郎 : 異 種 移 稲 の 研 究 1 . 感 作 し た 動 物 の  d l e e k l 〕 o u c h  へ の 再
移 植 , 抗 研 誌 , 1 8 , 3 8 9 - 3 9 1 , ( 和 4 1 )
黒 木 登 志 夫 , 佐 藤 春 郎 : 異 種 移 植 の 研 究 1 1 . ・ マ ウ ス 腹 水 肝 癌 の ハ ム ス タ ー  C h e e k
1 ) o u c h 内 移 舶 , 抗 研 誌 , 1 8 , 3 兜 一 3 9 6 ,  U 1 召 4 D
黒 木 登 志 夫 , 佐 藤 春 郎 : 異 種 移 柏 の 研 究  I V . 吉 田 肉 雁 細 胞 の 新 生 児 マ ウ ス 皮 下 及
び j 悩 内 移 稙 , 抗 研 誌 , 1 8 , 3 9 7 - 4 0 3 , ( 昭 4 D
黒 木 登 志 夫 , 後 滕 正 義 , 佐 藤 春 郎 : ハ ム ス タ ー 肺 の 初 代 培 錠 に お い て み ら れ た 浮 遊
状 の 剤 明 包 に つ い て , 抗 研 誌 , 1 8 , 3 6 8 - 3 7 2 , ( 昭 4 1 )
黒 木 登 志 夫 , 佐 藤 美 保 子 , 佐 藤 春 郎 : L Y 系 踵 鴻 の 増 殖 動 態 ,  H 木 臨 床 ( 耿 季 特 別
号 ) , 2 4 , 1 9 - 2 2 , ( 昭 4 D
後 藤 正 義 , 黒 木 登 志 夫 , 佐 藤 春 郎 : 腹 水 1 仟 癌 の 寒 天 培 地 に 船 け る 増 殖 , 日 本 臨 床 ,
( 秋 季 特 別 号 ) , 2 4 , 2 7 - 3 1 , ( 昭 4 D
佐 藤 春 郎 , 鈴 木 磨 郎 , 黒 川 雄 二 : 血 中 癌 細 胞 の 動 態 ( 映 画 ) , 日 本 断 床 ( 秋 季 特 別
号 ) , 2 4 , 釘 一 7 0 , ( 昭 4 D
佐 藤 春 郎 : 化 学 療 法 と 転 移 , 特 に 血 中 の 癌 細 胞 と 転 移 形 成 に つ い て , 癌 の 臨 床 ( 癌
化 学 療 法 特 集 号 ) , 1 2 , 1 4 8 - 1 5 4 , ( 昭 4 D
宮 川 正 澄 , 佐 藤 春 郎 , 螺 良 義 彦 監 修 : 実 験 腫 癌 学 , 朝 倉 当 店 , ( 胎 4 1 )
黒 木 登 志 夫 : 試 験 管 内 に お け る 癌 細 胞 の 増 殖 並 び に 正 常 細 胞 の 癌 化 に 関 す る 研 究 ,
特 に 化 学 発 癌 剤 に よ る 試 験 管 内 発 癌 に つ い て , 東 北 医 誌 , 乃 , 1 3 4 - 1 4 0 , ( 昭 4 2 )
佐 藤 春 郎 : 癌 転 移 , 腹 水 腫 癌 の 実 験 病 理 学 的 研 究 か ら , 日 病 理 . 会 誌 , 5 6 , 9 - 3 6 , ( 昭
4 2 )
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S3.佐藤春郎:試験管内でガソ絲拐包を追う,科学朝日,4月, HI一Ⅱ6,(昭42)
佐膝春郎,鈴木磨郎,黒川雄二:癌細胞播種のメカニズム,脹学のあゆみ,62,
643+",(昭42)
佐膝春郎,倉恒徳,平Ⅱ1 雄,獺木三雛:シソ求ジウ1、Ⅵ.癌予防の可能性,日
公衛誌,15,234-236,(Π誕3)
佐艦春郎,鈴木磨郎:癌細胞の毛細管通過性と定着現象の生態観察,癌の臨床,り,
254-263,(昭43)
後藤正義,1系木登志夫,佐藤春郎:クローソ培・宝鄭こよる1噛乳動物細胞の生物学的研
究(2),寒天培養法による動物細胞のコ戸二一形成,医学のあゆみ,65,480-
絽9,(昭43)
ト朏水肝癌細胞による脳転移の実験,抗研鈴木磨郎:1挿揚転移の研究XXIV,ブツ
誌,20,181-194,(昭43)
黒木登志夫,後藤正義,吉田淳子,佐藤春郎:クローソ培養による噛乳動物細胞の
生物学的研究⑭,コロニー単位でみた transform飢ion,医学のあゆみ,67,
130-135,(昭43)
黒木登志夫:化学発癌剤による試験管内発癌,化学と生物,6,474-475,(昭43)
佐膝春郎,佐藤博,井坂英彦,吉田富三:日本で維持されている可移稙性腫揚,
医学のあゆみ,68,471-479,("召44)
佐藤春郎:癌の転移,癌の臨床,15,451-4記,(昭44)
佐藤春郎,鈴木磨郎,山浦玄嗣:薬剤の腫癌組織到達性と化学療法効果に関する考
察,日癌治,4,43一四,(昭44)
黒木登志夫,佐藤春郎,佐藤博:ネ脚抱の凍結保存法一生命の半永久的保存は可能
か,医学のあゆみ,69,406-411,(昭44)
佐藤春郎,鈴木磨郎,山浦玄嗣,阿部郁夫:癌の転移,診断と治療,57,1767-1770,
(昭44)
佐藤春郎,鈴木磨部:癌転移と化学療法,日本医師会医学講座, H木医師会編,金
原出版,東京, PP.72-79,(昭44)
11A木登志夫,後藤正義,佐藤春郎:試験管内発癌における発癌過程の解析,細胞生
物学シソポジウム,20,111-126,(昭44)
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後 藤 正 義 , 架 . 木 登 志 夫 , 佐 藤 春 郎 : 寒 天 培 i 宅 法 に よ る F M 3 A 細 胞 の ア ル カ リ フ . ス
フ ブ タ ー ゼ に 関 す る 遺 伝 解 析 , 細 胞 生 物 学 シ ソ ポ ジ ウ ム , 2 0 , 2 0 5 - 2 1 4 , 印 召 4 4 )
は 、 木 登 志 夫 : 細 胞 レ ベ ル で み た 発 癌 , 化 学 発 癌 剤 に よ る 試 験 管 内 発 癌 の 可 究 か ら ① ,
蛋 白 質 ・ 核 酸 ・ 酵 素 , 1 5 , 2 4 - 3 5 , ( 昭 4 5 )
黒 木 登 志 夫 : i 都 泡 レ ベ ル で み た 発 癌 , 化 学 兆 癌 剤 に よ る 試 験 管 内 発 ガ ソ の 研 究 か ら
( 2 ) , 蛋 白 質 ・ 核 酸 ・ 酵 素 , 1 5 , 1 1 7 - 1 3 4 , ( 昭 4 5 )
佐 藤 春 郎 , 佐 藤 博 : 転 移 の 防 止 と 治 療 , 最 新 医 学 , 2 5 , 1 0 7 5 - 1 0 7 9 , ( 1 昭 4 5 )
侘 藤 春 郎 : 生 化 学 苫 の た め の 癌 の 病 理 学 , 蜑 白 質 ・ 核 酸 ・ 耐 累 , 巧 , 5 6 0 - 5 6 3 , ( 昭
4 5 )
山 浦 玄 炯 " 匝 甥 血 管 の 形 態 と 機 能 に 関 す る 実 験 的 研 究 , 抗 研 説 : , 2 3 , 1 0 0 - 1 2 0 , ( 昭
4 6 )
佐 藤 博 , 佐 藤 春 郎 , 小 林 博 , 広 野 巌 , 橋 木 嘉 幸 . Π 木 で 維 持 さ れ て い る 可 移
稙 性 肺 揚 ・ 一 覧 表 , 文 部 省 科 学 研 究 狩 に よ る 「 が ん 」 特 別 研 究 研 究 桜 告 集 録 付
表 ( 昭 4 6 )
佐 藤 春 郎 , 林 順 子 , 佐 際 博 : 可 移 府 削 生 細 胞 の 低 溜 d 呆 存 , 最 新 医 学 , 2 7 , 6 " - 6 4 8 ,
印 H 4 7 )
佐 藤 春 郎 : 癌 の 転 移 一 移 植 ガ ソ を 用 い る 動 物 実 験 に よ る フ プ ロ ー チ ー , 日 本 臨 床 ,
3 0 , 4 7 フ - 4 8 0 , ( 昭 4 7 )
佐 藤 春 郎 : 癌 の り ソ パ 腺 転 移 , 外 科 治 療 , 2 6 , 3 0 2 - 3 0 7 , ( 1 」 召 4 力
鈴 木 磨 郎 , 佐 藤 春 郎 : 癌 ネ 剛 抱 の 血 管 壁 付 着 機 構 一 血 行 性 転 移 に お け る 定 着 機 転 , 血
液 と 脈 管 , 3 , 5 0 1 - 5 0 9 , ( 昭 4 7 )
佐 藤 春 郎 , 鈴 木 磨 郎 : ネ 柳 抱 レ ベ ル の 転 移 形 成 機 片 ; , 癌 の 鵬 , 床 , 1 8 , 6 0 5 - 6 0 8 , ( 川 抱 7 )
鈴 木 磨 郎 , 阿 部 郁 夫 , 佐 藤 春 郎 : 抗 が ん 剤 と 蜑 白 分 解 酵 素 の 併 用 ( 実 験 的 研 究 ) ,
最 新 医 学 , 2 8 , 9 2 0 - 9 2 5 , ( 昭 4 8 )
鈴 木 磨 郎 , 阿 部 郁 夫 , 佐 藤 春 郎 : 癌 の 肺 転 移 成 立 機 庁 と 防 止 , 日 木 舸 部 臨 床 , 3 2 ,
3 9 3 - 3 9 9 , 印 召 4 8 )
佐 藤 春 郎 : " 1 1 電 揚 銀 行 一 生 命 の 預 託 , " 学 術 月 十 R , 2 7 , 2 7 0 , ( 昭 4 8 )
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113.佐藤春郎,鈴木磨郎,加藤純二:癌細胞と癌組繊の凝固活性(転移形成との関連を
老える基礎),医用酵素,1,180-183,(昭49)
加藤純二:癌細胞の凝固活性に関する研究一その測定法とラット腹水肝癌細胞諸系
での比峻一,抗研誌,26,30-38,(昭49)
鈴木磨郎,佐藤春郎:血行性転移成立機構と転移防止の而玲謝生について,癌の臨床,
20,735-738,(昭49)
加藤純二,中鮪敏博,鈴木磨郎,佐藤春郎:癌転移と凝固%舞容一血行性転移におけ
る癌細胞の定着に関する実験条件の吟味,医用酵素,1,354-360,(昭49)
佐藤春郎,黒川雄二,斎藤祥子:マストミスー寿命と腫癌,シソポジウムB,動物
の寿命一肺癌の自然発生からみた弄命の問題,実験動物,23,102-106,(昭49)
加際純二,阿部郁夫,鈴木磨郎,佐藤春郎:癌細胞の凝固線溶活性についてーラッ
1、腹水肝癌の腫膓系における比岐一,第14回プラスミソ研究会報告集,117ー
121,(昭49)
松本重宏,菊地幹雄,石田名香雄,阿笥彌f夫,佐藤春郎:マウス腹水腫癌に対する
ネオカルチノスタチソの抗腫癌効果, chemotl,empy,22,1122-1123,(昭49)
松本重宏,菊地幹雄,石田名香雄,阿部郁夫,佐藤春郎:ネオカルチノスタチン
(NCS)のマウス腹水腫癌 MH 129P に対する細胞学的効果, chemothe捻Py,
22,1124-1125,(H召49)
鈴木磨郎,加藤純二,阿部郁夫,佐藤春郎:癌細胞のdeform北ilityと転移, Medk田
Postgraduates,12,459-460,(昭49)
佐藤春郎:癌転移の形成機構,医用酵素,1,妬8-464,("召釦)
佐藤春郎:転移の宿主要因と免疫的抑制法,肌床婦産,29,685+90,(昭5の
佐藤春郎,林順子,佐藤博:可移植性腫癌系の低温保存と癌細胞の生物学的特
性,低温医学,1,195-198,(H召50)
佐藤春郎:転移の機構,耳喉,47,6船f98,(昭5の
佐藤春郎:ガソの転移と細胞の移動,遺伝,29,5フィ1,(昭50)
佐藤春郎,加藤純二,鈴木磨郎:転移と線溶,癌と化学療法,2,郭8-564,(昭釦)
佐藤春郎.ガソの転移,からだの科学,通巻63号,2+,(昭弱)
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佐 藤 春 郎 , 阿 部 郁 夫 , 鈴 木 磨 鄭 : 転 移 と 化 学 療 法 , 掘 と 化 学 療 法 , 2 , 7 2 5 - 7 3 2 ,
( H 邵 の
加 藤 純 二 , 阿 部 郁 夫 , 鈴 木 磨 郎 , 佐 藤 春 郎 : 癌 転 移 と 線 溶 , ト 腹 水 肝 癌 細 胞 のフ ツ
線 溶 活 性 と そ の 意 義 , 医 用 酵 素 , 1 , 7 1 8 - 7 2 2 , ( 昭 5 の
後 藤 娜 彦 : ラ ッ ト 可 移 ● 創 生 大 鵬 癌 の 樹 立 と 病 埋 学 n 辧 冴 究 , 抗 仙 誌 , 2 7 , 1 9 6 - 2 0 2 ,
( 昭 5 の
佐 膝 春 郎 : 転 移 ( カ ミ ん 価 究 の 進 歩 と 臨 味 ) , 診 断 と 治 療 , 6 4 , 3 9 4 - 3 9 7 , ( 昭 5 1 )
佐 藤 俊 夫 : ラ ッ ト 腹 水 肝 癌 細 胞 の 竃 顕 的 研 究 一 腫 癌 系 の 転 移 形 成 に お け る 個 性 的 差
異 に 関 連 し て ー , 抗 研 誌 , 2 8 , 1 1 1 - 1 2 9 , ( 昭 5 D
鈴 木 磨 鄭 , 佐 藤 春 郎 : 制 癌 刑 の 癌 細 織 到 達 性 に 関 す る 実 験 的 仙 究 , 癌 と 化 学 療 法 ,
4 , 9 7 - 1 0 2 , ( 昭 5 2 )
佐 際 春 郎 , 郷 内 俊 克 , 佐 藤 博 : 細 胞 疎 結 と  Q ' y d m m 山 W I 0 別 , 癌 釧 胞 の 免 疫 学 泊 勺
な ら び に 遺 伝 学 的 な 変 化 , 低 温 医 学 , 3 , 2 1 - 2 6 , ( 昭 5 2 )
保 坂 成 俊 : が ん 細 胞 の 運 動 性 の 実 験 的 研 究 一 と く に 癌 の 浸 潤 お よ び 転 移 形 成 と の 関
連 性 の 検 討 , 抗 研 誌 , 2 g , 記 一 諦 , 印 召 5 2 )
保 坂 成 俊 , 鈴 木 磨 郎 , 佐 藤 春 郎 : 癌 細 胞 の 白 血 球 様 運 動 一 と く に 細 胞 の 脈 管 外 脱 出
機 構 と の 関 速 , 医 学 の あ ゆ み , 1 0 5 , 7 2 - 7 3 , ( 昭 5 3 )
阿 部 郁 夫 , 鈴 木 磨 郎 , 佐 藤 春 郎 : 腫 癌 組 織 に お け る 薬 剤 濃 度 の 選 択 的 亢 進 に 及 ぼ す
蛋 白 分 解 酵 素 の 影 蒋 , 医 用 酵 素 , 3 , 釘 一 兜 , ( 昭 5 3 )
佐 藤 春 郎 . 癌 転 移 の 実 験 的 研 究 , 日 皮 会 誌 , 8 8 , 7 船 一 7 9 6 , ( 昭 5 3 )
鈴 木 磨 郎 , 堀 勝 義 , 阿 部 郁 夫 , 斎 藤 祥 子 , 佐 藤 春 郎 : 肺 揚 ・ 内 循 環 の 特 性 と 化 学 療
法 , 癌 と 化 学 療 法 , 5 , フ フ - 8 0 , ( 昭 5 3 )
佐 藤 春 郎 : が ん 転 移 と 化 学 療 法 , 岩 手 医 誌 , 3 0 , フ フ フ ー フ 8 1 , ( 昭 5 3 )
鈴 木 磨 郎 , 堀 勝 義 , 阿 部 郁 夫 , 斎 藤 祥 子 , 佐 藤 春 郎 : 腫 揚 血 管 の 機 能 的 特 殊 性 ,
癌 と 化 学 療 法 , 6 , 2 8 7 - 2 9 1 , ( 昭 5 4 )
佐 藤 春 郎 , 加 藤 純 二 : 内 部 照 身 " こ よ る 肝 転 移 治 療 の 試 み , 医 学 の あ ゆ み , 1 1 0 , 1 5 2 -
1 5 3 , ( 昭 5 4 )
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